
杉並区立神明中学校
改築基本設計
まとめ（案）

神明中学校の現校舎は、昭和３６年に校舎を建設後、増築を重ねた学校で、最も古い校舎で築６１年となり、校舎の老
朽化による改築時期のため、令和３年度に策定された区の実行計画に基づいて、改築することになりました。
令和４年５月から、学校関係者、地域関係者、学識経験者等で構成する「神明中学校校舎改築検討懇談会」を開催し、
改築基本方針や新校舎の配置計画、平面計画等を含む改築基本設計の策定に向けて取り組んでまいりました。この度、
これまでの検討状況を踏まえて、まとめを行いました。
今後、さらに保護者や地域の方々等からのご意見を伺いながら、改築基本設計の策定に取り組んでまいります。

令和５年1月 杉並区教育委員会

資料３
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【１】基礎的条件 （１）改築に至る経緯

昭和２２年 開校（下荻中学校として桃井第二小学校内に開設）

昭和２３年 神明中学校と校名改称。現在の校地に移る。

昭和３４年 体育館建設

昭和３６年 現校舎建設

昭和４０年 プール建設

昭和５３年 校庭側の鉄筋校舎建設

平成２１年 校舎耐震補強工事

令和３年度 杉並区実行計画により改築事業の計画化

令和４年度 神明中学校改築検討懇談会開催・基本設計策定
３



【１】基礎的条件 （２）敷地の概要 ①用途地域・地区等

■都市計画図

用途地域 第一種低層住居専用地域

指定建蔽率 50%

指定容積率 100%

防火地区 準防火地域

高さ限度 10m

高度地区 第１種高度地区

日影規制 3h-2h/1.5m

備考

建蔽率は角地緩和＋１０％あり
敷地面積の最低限度：70㎡

高さの限度は学校規制緩和あり

■用途規制等
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【１】基礎的条件 （２）敷地の概要 ②周辺環境

■周辺環境

５

①緑豊かな神社が
隣接しています。

②校地が不整形で
改築にあたっては工
夫が必要です。

区道
幅員 7.2m

区道
幅員 4.55m

区道
幅員 8m

区道
幅員 5m



【１】基礎的条件 （３）既存施設の概要

敷地面積 校舎面積 運動場面積 体育館面積

8,226㎡ 5,361㎡ 3,692㎡ 585㎡
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【２】計画条件 生徒数・学級数の推移と将来推計

● 生徒数、学級数の将来の推計を行い、改築校の規模を最大１０学級と想定しました。※

それに対応するため、普通教室を１０教室設置し、さらに推計以上の学級数の増加や少人数学習などにも対応できる
よう、普通教室に転用可能な少人数教室等を設置します。

生徒数

【参考】杉並区学級編成基準
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（学級数）（人） 神明中学校生徒数・学級数の推移と将来予想

生徒数 学級数

学級数

中１年 中２・３年

学級数 生徒数 生徒数

1学級 1～39 1～40

2学級 40～70 41～80

3学級 71～105 81～120

4学級 106～140 121～160

5学級 141～175 161～200

6学級 176～210 201～240

※令和４年度までは実数（実線）
※令和５年度以降は推計値（点線）



【ビジョン１】
個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実を
目指した、柔軟で創造的
な学校

【ビジョン２】
「神明の杜」にふさわしい、
環境に優しく、安全で快
適に過ごせる学校

目標Ⅰ
学習や教育の変化に対応
し、主体的・対話的で深い学
びができる学校づくり

取組Ｂ ＩＣＴ教育環境、校内情報ネットワーク、学校図書館を中心とした
ラーニングセンター機能の充実

取組Ｌ 生徒と一般利用者の導線の区分け等、安全面に配慮し、生徒や教職員が安心

して過ごせる配置計画

取組Ｍ 地震等の災害に対する安全性を確保した施設

取組Ｃ 行事や部活動を活発に行える環境の整備と生徒の生活空間に配慮した
施設計画

取組Ｉ 神社の緑や敷地の形状を活かし、住宅街の風景にとけこむ学校

目標Ⅳ ．
自然環境に配慮し、周辺環
境と調和した学校づくり

目標Ⅵ
学校の伝統と特色を活かし、
世代を超えた交流・学び合
いの活動を支援する学校づ
くり

目標Ⅶ
地域の防災拠点としての十
分な機能を備えた施設整備

【ビジョン３】
学校と地域の「学びのプ
ラットフォーム」として、地
域と共に行動する学校

＜ビジョン＞ ＜ 目 標 ＞ ＜ 取 組 ＞

取組Ｐ 地域の防災拠点として震災救援所として必要な防災設備の整備

取組Ｅ 新たな教育内容や教育方法、地域のニーズの変化に柔軟に対応し、将来の

学級数の変化に対応できる施設計画

取組Ｏ 多様な利用者のためにユニバーサルデザインに配慮し、地域開放の際の
セキュリティに配慮した施設計画

取組Ｎ 学校を支える地域とのつながりを重視し、地域のコミュニティの核となる
施設

取組Ｑ 避難や救援活動が円滑に行える施設

取組Ｆ シンプルで施設の維持管理がしやすく、こころの故郷となる校舎（まなびや）

目標Ⅱ
将来にわたって使い続けら
れる柔軟性・可変性のある学
校づくり

目標Ⅲ
教職員や支援者が活動しや
すい学校づくり

取組Ｇ 授業準備や授業、生徒指導がしやすく、また教職員の活発な交流や生活空間

に配慮した施設計画

取組Ｈ ＰＴＡや学校支援本部、神明クラブをはじめ学校運営や教育を支える支援者の

活動に配慮した施設計画

取組Ｋ 省エネルギーや自然エネルギーなど持続可能で環境に配慮した施設計画

目標Ⅴ
安全・安心で居心地の良い
生活空間としての学校づくり

取組Ａ 多様な教育内容・教育方法に対応できるスペースの確保

取組Ｄ 改築工事期間中の教育活動に配慮した工事計画

取組Ｊ 閑静な住宅街の生活環境に配慮した施設計画

【３】改築基本方針 全体像
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【４】施設整備計画（１）校舎配置（案）の検討①

神明中の校地は不整形であることから、校舎と校庭をどのように配置をしたらよいか、事務局内で検
討し、校舎を分離することなく、校庭も可能な範囲で整形にするために、敷地の南側に一直線に校舎を
配置する「Ｉ型」と、現在の校舎と同じ配置の「Ｌ型」を懇談会に提案いたしました。
また、杉並区立学校施設整備計画において、現在学校毎に設置されているプールのあり方について、
多方面から検討することとしているため、Ｉ型・Ｌ型案それぞれにプールのあり・なしの計４案を提案いた
しました。

プールの有無でＩ型・Ｌ型それぞれの諸室の配置に大きな違いがなく、校舎配置の判断に影響が少な
いことから、まず、校舎配置について検討を行いました。校舎配置の方針がまとまったあと、プール整備
の有無について議論することといたしました。

９



 

 【４】施設整備計画 （２）校舎配置（案）の検討 比較検討表 
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【４】施設整備計画 （３）校舎配置（案）の方針について

・第一種低層住居専用地域であり、周辺住環境への配慮が必要です。また、神社が隣接している特徴を生かすとともに、周辺環境と調和
した校舎の計画が望ましいと考えます。

・教室エリア、管理エリア、地域開放エリアなどのゾーニングを適切に行い、それぞれの活動に配慮した平面計画が望ましいと考えます。

・改築により校庭が狭くなる可能性がありますが、部活動や地域活動が活発な神明中において、校庭の面積を可能な範囲で確保する声が
多いことは理解しています。

・工事期間やコストについても課題であると考えます。

◆Ｉ型案について

・工事中に新旧体育館を使え、運動できる場所が確保される点が良い。

・防災の観点から見ると、体育館と校庭が一体のほうが良い。

・南側の世帯に対して圧迫感があるのではないか。

・教室が横並びになると生徒の管理がしやすい一方で、他学年が常時交わることの難しさもある。

・休み時間に全学年が狭い廊下に一斉に出ることは、安全面で懸念がある。

◆Ｌ案について

・職員室や保健室が校庭に面している点で安全性が高い。また、普通教室や管理諸室、地域開放のゾーニングが明確になっている。

・現在とほぼ同じ校舎配置なので、近隣の方々への影響が比較的小さいのが良い。また、校庭の南側が開いている点も良い。

・全体工事期間が比較的短い点が良い。

◆共通

・校庭面積をできるだけ広く確保してほしい。

＜改築検討懇談会での主な意見＞

＜区の所見＞

改築検討懇談会との意見交換や改築基本方針を踏まえ、①周辺住環境の変化が比較的少ないこと、②普通教室や管理諸
室、地域開放部分などが適切にゾーニングされていること、③全体工事期間が比較的短いこと等から、校舎を現行とほぼ同じ
Ｌ案を目指す校舎配置とします。
一方で、校庭の面積の確保や地域活動、コストに対する意見もあり、区としても課題であると考えることから、それらを十分
に踏まえ、今後検討を進めていくこととします。
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R2.9.17【４】施設整備計画 （４）神明中におけるプール整備について ①

メリット デメリット（課題）

プールあり

• 授業を組みやすい
• 移動時間がかからない
• 災害時の生活用水として使用可能

• 教員の水質管理・安全管理負担
• 天候によるため、計画的な実施が困難
• 改築費、改修費等の財政負担
• 体育館が地下１階 ※

プールなし

• 教員の水質管理・安全管理の負担軽減
• 改築費、改修費等の財政負担軽減
• 体育館が１階 ※

＜民間屋内プールの場合＞
• 計画的に授業実施可能

• 水泳教育の向上（専門インストラクター指導
の場合）

• 移動に時間がかかる、移動時の安全確保策が必
要

• 授業の組み方に工夫が必要
• 受入先施設との調整

• 水泳授業を委託する場合、規模によっては、経費
増の可能性あり

• 災害時の生活用水の確保（地下ピットを活用した
貯水槽等で対応）

※ 神明中改築の場合のメリット、デメリット

〈プールあり〉

・毎年先生が時間割を組んで、年間で時数を作る労力、負担の大きさは、水質管理・安全管理とは比べものにならないぐ
らい大変なのではないか。
・民間施設の場合、恒久的に使用はできるのか。
・災害のときは水が大事である。プールを作らない場合、ピットを整備し、水を入れるとしてもプールは必要ではないか。
〈プールなし〉

・屋外プールは使用期間が短く、無駄が多い。通年使用可能な温水プールを作らないのであれば、外部施設を使ったほ
うが良い。
・外部の専門インストラクターに教えてもらった方が生徒にとっても良いのではないか。
・屋外プールのデメリットは、子どもが熱中症になること。見学する生徒も熱中症になりそうになることがある。
・体育館が１階に来るのは、通常の利用や防災の観点から有効ではないか。

＜改築検討懇談会での主な意見＞
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自校プール整備
他校活用（屋内）
教員指導・バス移動

民間施設（屋内）
外部指導・バス移動

大宮前体育館（屋内）
外部指導・徒歩移動

水泳授業の計画
的実施

△ 天候に左右されるた
め、計画的実施は困難。

〇 屋内のため、計画的
実施可。

〇 屋内のため、計画的
実施可。

〇 屋内のため、計画的
実施可。

教員負担軽減

（水質・安全管
理）

△ 水質管理や安全管理
は今まで通り。

△ 当該校の水質管理の
負担は軽減されるが、受
け入れ先は負担が増加。

〇 施設が管理している
ため、負担は軽減される。

〇 施設が管理している
ため、負担は軽減される。

教員負担軽減
（時間割）

〇 自校で実施のため、
変更には柔軟に対応可。

△ 授業の時期や時間が
比較的限定される。条件
によっては、時間割の変
更に課題。

× 授業の時期や時間が
限定される。条件によっ
ては、時間割の変更に課
題。

× 授業の時期や時間が
限定される。条件によっ
ては、時間割の変更に課
題。

水泳教育の向上
― ―

〇 水泳専門のインスト
ラクターが指導するため、
専門的指導可能。

〇 水泳専門のインスト
ラクターが指導するため、
専門的指導可能。

その他の課題 ―

・移動時間を含めると、授
業時間は３時間必要。

・授業時間の確保。
・恒久的な施設の確保。

・外部指導を入れていな
い学校との公平性。

・生徒数・実施回数等に
よっては、自校整備より
費用が掛かる。

・授業時間の確保。

・授業を学年で実施する
場合、プールがやや狭い。

・２クラスで授業を実施し
た場合、授業回数が多く
なり、時間割変更の負担
大。
・施設利用者の理解。

・外部指導を入れていな
い学校との公平性。
・移動時の安全対策。

長期的な
実行可能性 〇 × △ △

【４】施設整備計画 （４）神明中におけるプール整備について ②
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【４】施設整備計画 （４）神明中におけるプール整備について ③

＜改築検討懇談会での意見＞

・プール整備とは別に、水泳の授業を充実させるためにどういうことができるのかということは引き続いて考えていかな

くてはいけない。そういう中で民間施設や学校以外の力の活用ということも考えていく必要があるのではないか。

・プールを整備するという教育委員会の方針は理解できるが、プールを作ることで費用が１～２億円掛かるという重み

を認識してほしい。

・専門のインストラクターが非常に効率よく水泳の授業をやっているのを見て、民間を活用しても良いと考えるように

なった。

・神明の地域の学校力や、教育力を高めていくためにプールが必要かという論点のほうが重要なのではないか。

・プールを作るのであれば、熱中症予防の日除けの問題など生徒への負担などについて工夫してほしい。

・学校のプールを水泳以外の用途で利用できないか検討してほしい。

＜区の所見＞

１４

懇談会と並行して、関係機関と協議を進めるとともに、これまでの懇談会での意見を踏まえ、教育委員会内で協議を

行いました。

外部施設を活用する場合、移動時間がかかることや施設の利用時間帯が制限されることなどにより、教科担任制で

ある中学校では、時間割の調整が難しく、他のカリキュラムへの影響を考慮すると、長期的に現行の水泳授業の水準

を維持することが困難であることから、プールを整備することといたします。



【４】施設整備計画 （８）想定整備スケジュール（予定）

※ 今後のスケジュールは変わる可能性がございます。

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度

設計

仮設
校舎

既存
校舎

新校舎
等

建設 使用

建設工事

既存校舎・体育館使用 解体

新校舎・体育館
使用

環境整備
工事

実施設計
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校庭
使用

基本設計

解体



【５】検討経過 校舎改築検討懇談会での検討経過

日時・場所 主な内容

第１回
令和４年５月１０日（火） 午前１０時～１１時５５分
＠神明中学校 体育館

○神明中学校の特色について 〇神明中学校改築の概要について

第２回
令和４年６月２４日（金） 午後２時～３時４７分
＠神明中学校 体育館

○改築基本方（たたき台）針について 〇計画地の概要について

第３回
令和４年８月５日（金） 午後２時～４時
＠施設見学

○施設見学（杉並区立松溪中学校、杉並区立井草中学校）

第４回
令和４年８月２５日（木） 午後２時～４時１３分
＠神明中学校 体育館

○改築基本方針（案）について ○校舎配置案について

第５回
令和４年１０月４日（火） 午後２時～４時２４分
＠天沼区民集会所 第３・第４集会室

○改築基本方針について ○校舎配置案について

第６回
令和４年１１月８日（火） 午後２時～４時９分
＠神明中学校 体育館

○校舎配置について

第７回
令和４年１２月１３日（火） 午後２時～４時３０分
＠神明中学校 体育館

○プールについて 〇平面図案について

団体名等 氏名 団体名等 氏名 団体名等 氏名 団体名等 氏名

法政大学
特任教授

陣内 秀信 松庵町会 安藤 惠子
神明中学校
地域教育推進協議会

長張 健二 青少年委員 栗原 由香理

天沼中学校
元校長

池田 爲大 宮前三丁目町会 佐久間 裕子
神明中学校
地域教育推進協議会

多々納 誠子 桃井第二小学校長 硲 寛

荻窪中央町会 水野 珠実 神明中学校ＰＴＡ 三浦 聡子
桃井第二小学校
桃友会

小宮山 和美 荻窪小学校長 西脇 裕高

南荻窪会 大林 秀雄
神明中学校学校
運営協議会

森戸 晋 荻窪小学校ＰＴＡ 羽場 真理 高井戸第四小学校長 加納 直樹

神明町文化会 光田 稔
神明中学校学校
運営協議会

杉山 善之
高井戸第四小学校
ＰＴＡ

坂井 初枝 松庵小学校長 戸口 満

西荻窪町会 半田 明子
神明中学校
学校支援本部

清水 美穂 松庵小学校ＰＴＡ 吉井 隆麿 神明中学校校長 山内 清一

西荻南中央会 芳賀 宏
神明中学校
学校支援本部

石井 陽 青少年委員 土佐 愛 神明中学校副校長 中里 勝司

～～校舎改築検討懇談会委員（順不同・敬称略）～～
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